
学校番号 ４０１ 

令和 2年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 高校生の美術２ （日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

■美術Ⅰで学んだことをもとに、生涯学習社会の一層の進展に対応して，美術が心豊かな生き方を

実現するために役立っていることに気付くとともに，よりよいものを生み出そうとする自覚を高

め，美術の社会における役割，また，日本及び諸外国の美術文化についての理解を深められるよう

知識と技能を習得する。 

■表現と鑑賞の範囲を広げ，自己の主体的な考えや判断をより多様で普遍的な視野から創造活動に

生かして自己の価値意識を主体的に発信・伝達できるよう、思考面でも技術面でもより発展的な課

題を設定する。 

■作品の制作が中心となるので、継続的な取り組みと作品の完成・提出が不可欠となる。また、制

作過程ごとの振り返りや鑑賞ワークシートなどレポート形式の課題も求める。 

 

２ 学習の到達目標 

■美術の創造的な諸活動を通して，美的体験を豊かにし，生涯にわたり美術を愛好する心情を育て

るとともに，感性を高め，個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし，美術文化についての理解を深め

る。 

■美術Ⅰで学んだ幅広い美的体験の上に立ち，創造的な美術の諸活動を通して，自然や自己，社会

などを深く見つめ表現する能力や，美術作品を多様な視点から分析し理解したり，心豊かな生き方

にかかわる美術の働きを理解したりするなどの鑑賞の能力を伸ばすことをねらいとしている。特

に，生徒自らが課題を見付け解決する能力を養うため，主体性や個性を尊重し，生徒のよさや美意

識を生かした学習活動になるよう配慮し，感性を高め，美術を愛好する心情をより深いものにして

いくことを重視している。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への 

関心・意欲・態度 
b:発想や構想の能力 c:創造的な技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

美術の創造活動の喜

びを味わい、多様な表

現方法や美術文化に

関心をもち、主体的に

個性豊かな表現や鑑

賞の創造活動に取り

組もうとする。 

感性や想像力を働か

せて、自然、自己、社

会などを深く見つめ

主題を生成し、創造的

な表現の構想を練っ

ている。 

創造的な美術の表現

をするために必要な

技能を身に付け、主

題に合った表現方法

を工夫し、創造的に

表している。 

美術作品などの表現

の工夫や心豊かな生

き方の創造に関わる

美術の働き、美術文

化などの理解を深

め、そのよさや美し

さを多様な視点から

創造的に味わってい

る。 



評
価
方
法 

制作または鑑賞の様

子（観察） 

ワークシート 

 

制作の様子（観察） 

ワークシート 

制作途中の作品（アイ

デアスケッチ含む） 

提出作品 

制作の様子（観察）

制作途中の作品 

提出作品 

鑑賞の様子（観察） 

レポート 

ワークシート 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

タ
ッ
チ
と
ス
ト
ロ
ー
ク 

（） 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・美術Ⅱの授業について説明 

・タッチとストロークの種類や

変遷、作家について映像で

学ぶ 

・絵の具と筆を用いてタッチと

ストロークの練習をする 

・モチーフをタッチとストローク

で描く 

・相互鑑賞・合評 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:タッチとストロークの歴史

や美術的意義、その表現の効果

に関心を持ち、理解しようとし

ている 

b: タッチとストロークの目的

や効果を理解している 

c:筆と絵の具の特徴を生かし

てモチーフを表現している 

d:作品のよさや美しさを感じ

取り、理解を深めている 

観察 

作品 

 
連
続
模
様
に
よ
る
装
飾
表
現 

【デザイン】【鑑賞】 

・美術Ⅰでも少し触れた日本

や世界の文様や装飾につい

て、最新事情も取り入れつつ

更に細かいものを鑑賞し学ぶ 

・画材の扱いと、オリジナルの

装飾パターンについてワーク

シートで練習する 

身近な素材の小物にペンな

どで連続模様を描いて装飾し

ていく 

・相互鑑賞・合評 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:日本や世界の伝統装飾や文

様について関心を持ち、表現に

繋げようとしている 

b:装飾パターンのデザインに

ついて、その描画技法や視覚的

効果について構想を練る 

c:設定した主題に応じてデザ

インを展開し、ペンの特性と描

かれる小物に視覚的効果が見

られるよう工夫して描いてい

く 

d:作品のよさや美しさ、見せ方

や表現の工夫などを感じ取り、

作品についての理解を深めて

いる 

観察 

ワークシート 

作品 



２
学
期 

抽
象
表
現
への
ア
プ
ロ
ー
チ 

 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・『具象』と『抽象』の概念の違

いについて、抽象表現の変遷

を美術史の視点から学ぶ 

・平面か立体かを選択し、直

感的に制作に取り掛からせる 

・相互鑑賞・合評 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:様々な抽象表現に関心を持

ち、意欲的に主題を考えている 

b:自己の意図や気持ち、主題に

応じた表現の方法を見つけ、構

成する 

c:目に見えないものを形や色

に置き換えて表現し、自己の内

にある感覚を可視化し人に伝

えることができる 

d:具象と違った抽象の特徴や

魅力を知り、作者の意図を想像

し味わうことができる 

観察 

作品 

 

メ
デ
ィ
ア
と
美
術
（NIE

） 

）） 

【鑑賞】【絵画・彫刻】 

・メディア（主に新聞）と美術と

のかかわりを映像等で学ぶ 

・テーマに沿って新聞記事か

ら着想した作品のアイデアを

考える 

・適した画材を用いて制作す

る 

・制作意図についてワークシ

ートに記入する 

・相互鑑賞・合評 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:新聞と美術との関わりにつ

いて相互の役割や効果、歴史的

背景などについて関心を持ち、

積極的に取り組もうとしてい

る 

b:新聞の特性を踏まえ、目的を

基に主題を生成し、平面制作に

よる表現と言葉による表現と

両面からの構想を練っている 

c:新聞を利用することによる

視覚的効果やテーマ性を考え

ながら、用具の特性を生かして

表現する 

d:作品の主題や作者の意図、メ

ディア（新聞）の利用による表

現への効果を読み取り、作品や

作者について理解している 

観察 

ワークシート 

作品 



３
学
期 

 

私
の
世
界
（集
大
成
と
な
る
作
品
） 

 

【絵画・彫刻】【鑑賞】 

・２年間の美術選択の集大成

の絵画作品となるよう、アイデ

アを練る 

・画材は自由だが、自分を表

す画像を一つは取り入れるこ

ととし、その素材となる画像を

入手する 

・コンセプトやアイデアをワー

クシートに記入する 

・基本は描画だが、上記で集

めた画像を取り入れて制作す

る 

・相互鑑賞・合評 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:２年間の美術選択の集大成

となる作品となるべく、主体的

に取り組もうと創意工夫して

いる 

b:自分の表現したい思いが伝

わるよう、これまで使用した画

材や技法など目的や効果を考

慮しながら構想を練っている 

c:画材や技法の特性を生かし、

形体、構成、色彩などを工夫し

て表現している。画像を効果的

に使用している 

d:作品の主題や作者の表現意

図、効果的な表現の工夫などを

感じ取り、作品について理解を

深めている 

観察 

ワークシート 

作品 

 

美
術
史 

【鑑賞】 

・作家について、映像などを

通して学ぶ 

・ワークシート・レポート 

 

○ 

 

○ 

   

○ 

 

○ 

a:美術作品のよさや美しさ、作

者の意図や表現の工夫などに

関心を持ち、作品について理解

しようとしている 

d: 美術作品のよさや美しさ、

作者の意図や表現の工夫など

に関心を持ち、作品に対する見

方や感じ方、考えなどを持ち、

理解してそれを言葉で表現す

る 

観察 

ワークシート 

レポート 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


